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事業完了報告書 

提出⽇：   2023 年   4 ⽉   3 ⽇ 

１．事業概要 
（１）実⾏団体名：公益社団法⼈ 認知症の⼈と家族の会
（２）事業名 ：認知症の⼈や介護家族がいきいきと⾃分らしく暮らせるためのピアサポートネットワ
ーク構築事業
（３）事業実施期間：2020 年 5 ⽉〜2023 年２⽉
（４）資⾦分配団体名：社会福祉法⼈ 中央共同募⾦会

2．規程類の整備・運⽤実績 
いずれかにチェック☑をつけていただき、項⽬ごとの設問に回答してください。

（１）事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。

þ 完了  ／ ☐ 整備中

→上記で「整備中」を選択した場合、整備できていない理由を記載してください。また、事業開始時と⽐較して、整備

状況が改善された点を記載してください。

（２） 整備が完了した規程類を⾃団体の web サイト上で広く⼀般公開していますか。

☒ 全て公開した  ／  ☐ ⼀部未公開  ／  ☐ 未公開

→上記で「⼀部未公開」または「未公開」を選択した場合、その理由と公開予定⽇を記載してください。

（３） 変更があった規程類に関して JANPIA に報告しましたか。

☐ 変更があり報告済  ／  þ 変更があったが未報告  ／  ☐ 変更はなかった

→上記で「変更があったが未報告」を選択した場合、その理由を記載してください。

2023 年 4 ⽉ 1 ⽇に施⾏のため、今後報告
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3．ガバナンス・コンプライアンス体制の整備・運⽤実績 
いずれかにチェック☑をつけていただき、項⽬ごとの設問に回答してください。 

（１） 社員総会または評議員会、理事会は、規程類の定めるとおりに開催されていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

 

（２） 内部通報制度は整備されていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「はい」を選択した場合、設置⽅法を以下から選んでください。（複数選択可） 

þ 内部に窓⼝を設置 ／  ☐ 外部に窓⼝を設置 ／  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

（３） 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ  

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

 

（４） 関連する規程類や資⾦提供契約の定めるとおりに情報公開を⾏っていますか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

 

（５） コンプライアンス責任者を設置していましたか。 

þ はい  ／  ☐ いいえ 

→上記で「いいえ」を選択した場合、その理由を記載してください。 

 

 

（６） ガバナンス・コンプライアンス体制の整備や強化施策を検討・実施しましたか。 

☐ はい  ／  þ いいえ 

→【任意】上記で「はい」を選択した場合、どのような検討・実施をしたか事例を記載してください。 
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（７） 報告年度の会計監査はどのように実施しましたか。（実施予定の場合を含む） 

☐ 外部監査  ／ þ 内部監査  ／  ☐ 実施予定もない ※（複数選択可） 

→上記で「外部監査」または「内部監査」を選択した場合、その実施者を記載してください。 

5 ⽉中旬に法⼈の監事 2 名（司法書⼠、公認会計⼠）による監査 

 
（８） 本事業に対して、国や地⽅公共団体からの補助⾦・助成⾦等を申請、または受領していますか。 

☐ はい ／  þ いいえ 

 
4．広報実績 

いずれかにチェック☑をつけていただき、設問に回答してください。 
（１）シンボルマークの活⽤状況 
☐ ⾃団体のウェブサイトで表⽰している ／ þ 広報制作物に表⽰している 
☐ 報告書に表⽰している        ／ ☐ イベント実施時に表⽰している 
☐ その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください 
（⾃由記述）： 
  
  
 

 
 
  最終年度の広報実績について記載してください。 

広報種類 有無 内容 
メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・

雑誌・WEB 等） 
有 毎⽇新聞 2022 年 9⽉ 20 ⽇、10 ⽉ 9⽇ 

中⽇新聞 2022 年 9⽉ 21⽇ 
京都新聞 2022 年 9⽉ 20 ⽇、9⽉ 21⽇、9⽉ 23 ⽇ 

広報制作物等 有 世界アルツハイマーデーポスター・リーフレット、認知症と
向きあうあなたへ、認知症の⼈のご家族へ認知症のある⽣
活に備える⼿引き 

報告書等   
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5．その他（本助成を通じて組織として強化された事項や新たに認識した課題、今後の対応
/あればよいと思う⽀援や改善を求めたい事項など、⾃由にご記載ください。） 
・本助成によって、認知症の⼈が主体となって実施する「本⼈交流会」が充実し、認知症の⼈の声や思

いを聞き、発信する機会が増え、初めて認知症の⼈が理事に推薦されるなど、組織にとってもよい影
響があった。しかし、役員体制などの組織の変化とともに、運営の⾒直し等が必要であり、課題解決
に向けて取り組みをすすめていく。 

・つどい（交流会）がコロナ禍での緊急事態宣⾔などで開催中⽌や制限され、参加者が減少した。助成
によって、運営者同⼠の意⾒交換の中で学び合い、オンライン開催を取り⼊れるなど、⼯夫を重ね、
つながりが必要とされている中で、時宜にかなった実施ができた。ただし、仕事と介護を両⽴してい
る介護家族などのニーズには必ずしも応えきれていない。今後はニーズ調査をしながら対応を検討・
実⾏していき、ピアサポート活動をより良いものに発展させていく。 

・本助成で紙媒体での広報物を作成し、全国の⽀部から配布したところ、追加希望があり⼤変好評で、
当会を知っていただく機会となった。しかし、紙媒体での周知には広まりの限界がある。今後、その
他の媒体やタイミング、働きかける宛先等を検討し、効果的に取り組みたい。 

 
 
 
【添付資料】 
 活動の様⼦がわかる写真 ５枚程度 
  JANPIA の事業報告書やWEBサイト、SNS等で公開可能な写真を５枚程度（1 枚 2MB以下）ご提出

ください。（肖像権・著作権に⼗分にご注意ください。） 
 それぞれどんな場⾯の写真なのか、1 枚あたり 50字から 200字程度で説明を記載していただきますよ

うお願いいたします。 
 

※ご提出をもって JANPIA での使⽤にご了承いただいたこととし、使⽤時に改めて確認はいたしま
せんので、ご承知のうえ、使⽤に差⽀えのない写真（使⽤許可をとった写真や個⼈が特定される写
真を避ける等）を選んでいただきますようお願いいたします。 
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2022 年 9⽉ 10 ⽇、京都府⻲岡市ショッピングセンター前にて、認知症啓発リーフレットを配布。 
多くの⽅にリーフレットを受け取っていただきました。 
 

 
2022 年度 8⽉ 28⽇、本⼈（若年）のつどいを考え、広める研修会で会場参加者の記念撮影。 
研修会には、オンライン参加含む 145 名が参加しました。 
 



【実⾏団体⽤】 

 6 / 6 
 

 
認知症の⼈が主体となって企画・運営する「本⼈が活躍できる本⼈交流会」を実施しています。企
画の段階から本⼈と運営者が⼀緒に「本⼈がやりたいこと、楽しめること」を話し合って、すすめ
ていく交流会です。2022 年度は全国 9 ヵ所で実施、276名（うち認知症本⼈ 81名）に参加いただ
き、喜びの声をいただいています。 
 

 
2022 年 11⽉ 23 ⽇、関東ブロック会議をハイブリッドで開催。東京の会場と各地をオンラインで
つなぎ、活発に意⾒交換しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2022 年 11⽉ 27⽇、北海道・ブロック会議を秋⽥県⽀部が担当してオンラインで開催。合計 53 名
が参加しました。⽀部活動での悩みや⼯夫などについて、話し合いました。 


